
『現代社会』シラバス

科 目 名 学 科 学 年 必修／選択 単 位 数

現代社会 全学科 １年 必修 ２単位

１．科目目標と使用教材

広い視野に立って，現代の社会について主体的に考察させ，理解を深めさせるととも

に，人間としての在り方生き方についての自覚を育て，民主的，平和的な国家・社会の科目目標

有為な形成者として必要な公民としての資質を養う。

高等学校新現代社会（第一学習社）
使用教材

クローズアップ現代社会（第一学習社）

２．学習計画

学期 学 習 項 目 学 習 目 標

・資源・エネルギー問題と私 ・資源の有限性について理解を深め、石油に変わる資源には

たちの生活 何があるかを、資源を有効に利用するにはどうすべきかを

考える。１

・現代社会の特質と社会生活 ・大衆社会の生まれた背景・その特徴、少子化の進行の原因

の変化 やその社会的背景について理解させ、少子高齢化の問題点学

を考える。

・現代に生きる青年 ・青年期の意味を理解し、青年期の悩みとその克服について期

どうすべきか、自立のためには何をしたら良いのかを考え

る。

・現代の経済社会と私たちの ・現代の変動する経済社会について、様々な観点から理解す

生活 る。また経済主体としての個人や企業の社会的責任につい

て考える。２

・国際経済の動向と日本の役 ・経済の国際化進展する一方で経済摩擦が生じていること、

割 為替の安定・南北問題が大きな課題となっていることに気学

づく。

期

・現代の民主政治と私たちの ・民主政治の基本原理に基づき日本国憲法の基本原則、政治

生活 機構、政治参加の意義等について理解する。

・民主社会に主体的に生きる人間の在り方について考える。

・国際政治の動向と日本の役 ・冷戦後の国際社会の動きを概観し、国際政治の諸問題につ

割 いて理解する。国際組織の果たす役割を認識し、日本の役３

割・日本人の生き方について考える。

、 、学 ・民主政治の倫理 ・人間の尊厳と生命の尊重を理解し 民主政治において自由

平等な社会を実現するためにはどのように行動すべきか考

える。期



３．学習方法

授業は教科書・授業プリントをもとに進めますので、授業をしっかり聞きプリントの空欄をすべ

て埋めましょう。授業プリントには「チャレンジしよう 「チェックポイント」があり、学習内容」、

を見直すことができます。プリントごとに見直しをし、必ず提出をしましょう。

４．評価の観点

現代社会の基本的問題と人間にかかわる事柄に対する関心を高め，意欲的に課

題を追究するとともに，社会的事象を総合的に考えようとする態度と民主的・関心・意欲・態度

平和的なよりよい社会の実現に向けて参加，協力する態度を身に付け，現代社

会に生きる人間としての在り方生き方について自覚を深めようとする。

現代社会の基本的な問題と人間にかかわる事柄から課題を見いだし，社会的

事象の本質や人間としての在り方生き方について広い視野に立って多面的・多思 考 ・ 判 断

角的に考察するとともに，社会の変化や様々な立場，考え方を踏まえ公正に判

断する。

現代社会の基本的な問題と人間に関する諸資料を様々なメディアを通して収

集し，有用な情報を主体的に選択し活用して学び方を身に付けるとともに，追技 能 ・ 表 現

究し考察した過程や結果を様々な方法で適切に表現する。

現代社会の基本的問題と人間としての在り方生き方にかかわる基本的な事柄
知 識 ・ 理 解

や，学び方を理解し，その知識を身に付けている

５．成績評価

定期考査

中 間 （素 点）

１００ ％

１･２学期

定期考査 平 常 点

提出物・授業態度など期 末 （素 点）

８０ ％ ２０ ％

定期考査 平 常 点

提出物・授業態度など３ 学 期 学年末 （素 点）

８０ ％ ２０ ％

６．生徒の皆さんへ

「現代社会」はその名の示すとおり、今皆さんが暮らしている現代社会の様々な面について学習

します。学習を深めるためには、現在起きている事象について日本だけではなく、世界に目を向け

る必要があります。新聞やテレビのニュースなどに関心も持って、今我々が何をなすべきなのか、

何ができるのかを主体的に考え、行動する契機になればと思います。


